
「令和５年度 第６回ちくご創年塾」が開催されました !! 

 

 令和５年１０月１１日（水）、筑後市中央公民館（サンコア）において、「第６回ちく

ご創年塾」が開催されました。 

 

 講師として、当協議会の藏内勇夫会長（日本獣医師会会長）が招かれました。 

 藏内会長は、講演に入る前に、以下のように述べられました。 

 

【藏内会長：挨拶】 

最近になって急速に我が国でもこの「ワンヘルス」という言葉が普及してきました。 

この「ワンヘルス」がなぜこんな普及したかといいますと、COVID-19、今回のコロナ

感染、パンデミックで非常に皆さん大変な生活を強いられたわけです。 

「一体これはどういう病気なのだろう。ワクチンができたらしい。次から次にこうい

う感染症が発生するらしい。自分たちは何をすればいいんだ。」そういった不安感が国

民の中で非常に多くなって、このワンヘルスに興味を持つようになりました。 

 ワンヘルスという動きは、１９９５年（平成９年）当時からからあります。 

その当時、ある学者が「動物から人に移る病気がある」と、ウイルス感染症と、それ

を Zoonosis、人獣共通感染症、動物由来感染症と命名いたしました。ここから人間と動

物の感染症の関係が進化をしてきたわけです。 

 ワンヘルスというのは、「平和な社会の実現と安全安心な社会の維持」なのです。 

この「平和な社会の実現」の問題は、世界の貧困の格差にあります。貧しい国は公衆

衛生の教育がされていません。ワクチンも手に入りません。世界中で同じ病気が発生し、

発展途上国の国々では感染症が爆発的に流行します。この貧富の格差をなくさなければ

なりません。こういった貧富があると、紛争や戦争が起こります。そういった紛争や戦

争を無くすということも、ワンヘルスの大きな目標なのです。 

 それから、われわれ人間の健康、動物の健康、地球の健康、こういったものを次の時

代の子供たちにもきちっと健康な状態でゆだねていく、その責任が我々の時代にはあり

ます。安全安心な社会をどうやって維持していくのかが、ワンヘルスの原点なのです。 

「ちくご創年塾」は、筑後市における

次世代のリーダー養成と、それによる筑

後市の街としての魅力の向上のために、

筑後市社会教育委員会が主催され、令和

５年度は８回開催予定で、今回は６回目

の開催で、約３０名の市民の皆さんが参

加されました。 

 



  

  

 

  

 

 

２０２３年１０月１３日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 

 


